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序文

くくちじようあ左

県内で唯一の古代山城であります「鞠智城跡jは、律令時代に編纂された『六国史』にも記

載されている非常に貴重な遺跡であります。

熊本県教育委員会では遺跡の重要性を考慮し、これまでも、昭和42年以来、国庫補助事業等

により、継続的な調査を行ってきましたが、平成 2年度からは従来の国庫補助の調査に加えて、

県の自主事業による遺跡の確認と整備を日標とした発掘調査を実施しております。

通算で13次調査にあたります今年度は、昨年度の調査区(長者山周辺一帯)の東側にあります

町道沿いを調査し、極めて貴重な、南北に並ぶ 2棟の八角形建物を検出するなど、大きな成果

をあげることができました。

調査の実施にあたりましては、文化庁、専門調査員の先生方から適切な御指導をいただき、

また菊鹿町教育委員会、地元米原地区の皆様など、多くの方々から御協力を賜りました。ここ

に厚く御礼申し上げます。

この報告書が鞠智城跡の固指定に向けての基本資料となれば幸いです。

平成 4年 3月31日

熊本県教育長道越 温



例言

1 発掘調査を実施した遺跡は、熊本県鹿本郡菊鹿町字長者原を中心に

米原台地とその周辺地に展開する古代山城の「鞠智城跡」である。

調査は、熊本県教育庁文化謀が行った。

2.調査は昨年度に引き続き文化庁の国庫補助事業の他に、県の自主事

業を加えたものである。

3.調査に際し、地元、鹿本郡選出の県議会議長古照三博氏より、多

大な街l協力を賜った。

4.本報告書には、第13次(平成3年度)の調査結果を収録した。

5.整浬・報告書作成は、平成 3年に発掘調査と併行して行った。

出土遺物・資料は熊本県教育庁文化認で保管している。

6.発掘調査は、大田幸博(文化課参事)・山城敏昭(1可課文化財保護主

事)がその任にあたった。

7 出土遺物の実isIJは大田が担当したが、 一部、山下志保氏(熊本大学

文学部助手)の協力を得た。

遺構及び遺物の製図は、石工みゆき・溝口真由美(文化課嘱託)が行

った。

8 本書の執筆は大田が行った。また、第W章の r4.総括」は限 昭

志(文化課教育審議員)が担当した。

9.出土炭化物の14C年代測定は山田 治氏(京都産業大学理学部教授)

にお願いした。

鞠智城跡概要の英訳rKUKUCHI NO KI Jは渡辺亮一氏(県立八

代高等学校教諭)に依頼した。

10. 本書の編集は大田が行い、溝口 ・石工の協力を得た 。



本文目次

第I章調査の概要

第 1節調査の組織

第2節調査の経緯

第3節遺跡の位置

第4節鞠智城の歴史

第 5節鞠智城の城域について

第H章調査の成果 ・・・・・

第 1節第13次調査の概要

第 2節遺構の概要

第 3節礎石建物

第4節掘立柱建物

第 5節八角形建物

第 6節鞠智城以前の遺構について

第7節 出土炭化物について

第皿章出土遺物

1.12調査区

2.13調査区

3.14調査区

4.15調査区

5.16調査区

6.17調査区

7.18調査区

8.瓦について

第W章まと め ・

1.建築杜

2.出土遺物

3.まとめ

4.総括

1

i

2

i

1

i

λ

生

ρ
b
p
o

•••••• 

. 8 

・8

・8

・15

. 30 

・40

・49

・51

. 54 

・54

・75

. 80 

・82

・82

・85

. 87 

・88

. 90 

・90

・92

. 94 

・94



〔付論〕韓国の二聖山城について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 96

K U K U C H 1 N 0 K 1 ........................... 98 

挿図目次

第1図 鞠智城跡検出遺構模式図・・・・ 3 第26国出土遺物実測歯⑤・ . 61 

第2図鞠智城跡位置図①・・ . 5 第27図 出土遺物実測図@・ . 62 

第3図 鞠智城跡位置図②・・・・・ . 5 第28図出土遺物実測図⑦・ . 63 

第4図 鞠智城跡城域図・・・・・・・・ 7 第29図出土遺物実測図⑧・ . 64 

第5図 第13次調査区周辺地形図・ . 9 第30図 出土遺物実測図⑨・ . 66 

第6園遺構会体図・・・・・・・ '11 第31図 出土遺物実測図⑩・ . 67 

第7図 20~23号建築士tI:断面図・ . 13 第32図 出土遺物実測罰⑪・ . 68 

第8図 20号建築士tI:実測図・・・ . 17 第33図 出土遺物実測国⑫・・・・・・・ 69

第9国 21号建築士tI:実測図・・・ . 21 第34図 出土遺物実測図⑬・・・・・・・ 70

第10図 22号建築壮実測園・・・ .24 第35図 出土遺物実測囲⑭・・ . 71 

第11図 23号建築士tI:実測図・・・ . 27 第四国 出土遺物実iJIJ函⑮・ . 72 

第12図 24号建築士l上実測図・・ . 31 第37図出土遺物実iJU圏⑮・ . 73 

第13図 25号建築士tI:実測図・・ . 33 第38図 出土遺物実榔図⑪・ . 76 

第14図 26号建築士tI:実測図・・ . 34 第39図出土遺物実測図⑬・ . 78 

第15図 27号建築士tI:実測図・・ . 36 第40図 出土遺物実榔国⑮・ . 79 

第16図 28・29号建築杜実測図・ . 38 第41図 出土遺物実測間⑫・ . 80 

第17図 30・31号建築杜実測掴・・・・・ 41 第42図 出土遺物実測図@・ . 81 

第18図 32・33号建築祉実測図・・・ . 46 第43園出土遺物実測図@・ . 82 

第19図 32・33号建築社掘形断面図・ .48 第44図出土遺物実測図@・ . 83 

第20図 土 拡 実iJIJ図・・・・・ .49 第45園 出土遺物実測図@・ . 84 

第21図 竪穴住居士l上実測函・・ . 50 第46図 出土遺物実測図@・ . 86 

第22図 出土遺物実測図①・・ . 55 第47図 出土遺物実測図@・ .87 

第23図 出土遺物実測図②・ . 58 第48国 格子叩き目形状模式国・・ . 88 

第24図 出土遺物実測図①・ . 59 第49図韓国三重山城建物社配置図・・ 97

第25図 出土遺物実測図④・ . 60 



表目次

第 I表近年の調査の変遷一覧・・・・・ 2 第30表 出土遺物観察表@・・・・・・・ 77

第2表 第10~12次調査建築士l上一覧・・・ 4 第31表 出土遺物観察表@・・・・・・・ 78

第 3表調査区地番・面積一覧・・・・・ 8 第32表 出土遺物観察表⑮・・・・・・・ 79

第4表各調査区の概要・・・・・・・・ 8 第33表 出土遺物観察表⑪・・・・・・・ 80

第 5表 第13次調査検出の建築祉一覧・・ 10 第34表 出土遺物観察表⑫・・・・・・・ 81

第6表 20号建築祉礎石観察表・・・・・ 19 第35表 出土遺物観察表⑬・・・・・・・ 82

第7表 21号建築士止礎石観察表・・・・・ 22 第36表 出土遺物観察表⑭・・・・・・・ 85

第8表 22号建築祉礎石観察表・・・・・ 25 第37表 出土遺物観察表⑮・・・・・・・ 85

第9表 23号建築祉礎石観察表①・・・・ 29 第38表 出土遺物観察表⑬・・・・・・・ 86

第10表 23号建築士II:礎石観察表②・・・・ 30 第39表 出土遺物観察表⑪・・・・・・・ 87

第11表 24号建築士l上掘形観察表・・・・・ 31 第40表布目瓦分類表①・・・・・・・・ 89

第12表 25号建築士II:掘形観察表・・・・・ 33 第41表布目瓦分類表②・・・・・・・・ 89

第13表 26号建築祉掘形観察表・・・・・ 34 第42表須恵器分類表・・・・・・・・・ 92

第14表 27号建築祉掘形観察表・・・・・ 36 第43表高台付土師器出土一覧・・・・・ 93

第15表 28号建築士l上掘形観察表・・・・・ 39 第44表調査区毎の出土瓦の割合・・・・ 94

第16表 29号建築祉掘形観察表・・・・・ 39 第45表色調毎の出土瓦の割合・・・・・ 94

第17表 30・31号建築祉掘形観察表・・・ 42

第18表 32号建築社掘形観察表・・・・・ 47

第19表 33号建築社掘形観察表・・・・・ 47

第20表 竪穴住居士l上柱穴観察表・・・・・ 50

第21表 14C年代と絶対年代(年輪年代)

の対照表・・・・・・・・・・・ 52

第22表 14C年代と絶対年代(年輪年代)

の対照表2・・・・・・・・・・ 53

第23表 出土遺物観察表①・・・・・・・ 56

第24表 出土遺物観察表②・・・・・・・ 57

第25表 出土遺物観察表①・・・・・・・ 58

第26表 出土遺物観察表④・・・・・・・ 65

第27表 出土遺物観察表⑤・・・・・・・ 74

第28表 出土遺物観察表⑥・・・・・・・ 75

第29表 出土遺物観察表⑦・・・・・・・ 75



写真図版

図版 l 鞠智城跡航空写真(1) 遠景 南西方向より撮影

図版 2 鞠智城跡航空写真(2) 遠景 南東方向より撮影

図版3 鞠智城跡航空写真(3) 遠景 南東方向より撮影

図版4 鞠智城跡航空写真(4) 遠景 南方向より撮影

図版 5 鞠智城跡航空写真(5) 近景 南東方向より撮影

図版 6 鞠智城跡航空写真(6) 近景 東側より撮影

図版 7 鞠智城跡航空写真(7) 近景 東側より撮影

図版8 鞠智城跡航空写真(8) 近景 北側より撮影

図版 9 鞠智城跡航空写真(9) 近景 上空より撮影

図版10 鞠智城跡航空写真(10) 接写 24・27・28・29号建築士止

図版11 鞠智城跡航空写真(11) 接写 20~23 ・ 25 ・ 26 ・ 30~33号建築祉

図版12 鞠智城跡航空写真(12) 接写 25・26・32・33号建築杜

図版13 鞠智城跡、航空写真(13) 接写 20~23号建築士l上(礎石建物祉)

図版14 鞠智城跡航空写真(14) 接写 20~23号建築祉(礎石建物祉)

図版15 21号と23号の重なり合い状況

図版16 23号建築祉南側端部と雨落ち溝

図版17 20号建築祉礎石検出状況・布目瓦検出状況

図版18 21号と22号の重なり合い状況

国版19 27号建築祉

図版20 27号建築祉

図版21 P117 掘形版築状況

図版22 12区より検出の土拡

図版23 28号建築祉

図版24 28号建築祉

図版25 29号建築壮

図版26 29号建築祉

図版27 30・31号建築士l上

図版28 30・31号建築士tI::

図版29 32・33号建築社

図版30 32・33号建築祉

図版31 出土遺物(1)

図版32 出土遺物(2)



第I章 調査の概要

第 1節調査の組織
調査主体熊本県教育委員会

調査責任者大塚正信(文化課長)

調査・整理総括 隈 昭志(教育審議員) 松本健郎(文化財調査第 2係長)

発掘調査大田幸博(参事) 山城敏昭(文化財保護主事) 福原簿信(嘱託)

報告書作成大田幸博(参事) 石工みゆき 溝口真由美(嘱託)

調査事務局 松崎摩生(課長補佐) 木下英治(経理係長)

川上勝美大広美枝子(主事)

調査指導 岡田茂弘〔千葉県佐倉市国立歴史民俗博物館考古研究部長〕

小田富士雄〔福岡大学人文学部教授〕 河原純一〔文化庁記念物課主任調査官〕

北野 隆〔熊本大学工学部教授〕 甲元真之〔熊本大学文学部助教設〕

沢村 仁〔九州工芸大学教授〕 白木原和美〔熊本大学文学部教授〕

杉村彰一〔県立熊本北高校教諭〕 武末純一〔北九州市立考古博物館副館長〕

田辺哲夫〔熊本大学講師〕 坪井清足((財)大坂文化財センタ一理事長〕

出宮徳尚〔岡山市教育委員会文化課長補佐〕乗岡 実〔凋山市教育委員会主事〕

原口長之〔熊本県文化財審議員〕 三島 格〔元福岡市立歴史資料館長〕

協力者古関三博〔県議会議長〕

古里哲也〔菊鹿町教育長〕

〔菊鹿町教育委員会〕 早田道雄(課長) 岩井賢太(係長) 平田弘隆(主事)

〔米原地区〕本田啓介 木庭春生(菊鹿町文化財保護委員長)

福島美和子(県政モニター)

第2節調査の経緯
(l)第13次調査にあたる平成 3年度は、昨年度に引き続き、文化庁国庫補助事業と県の自主事

業による重要遺跡確認調査の 2本立てで、行った。

(2)調査は平成 3年 9月中旬から開始し、平成4年 3月31日までの約 5ヶ月半を実施した。

(3)調査開始早々、県下に甚大な被害をもたらした台風19号により、完成したばかりの現場事

務所が全壊するというハプニングに見舞われた。

(4)調査の過程で、我国の古代山城から初めての八角形建物が2棟も検出され、県内外に大き

な反響を呼んだ。



(5) 平成 4年 2月18日には、福島譲二熊本県知事が調査現場を視察され、検出遺構の説明を行っ

た。

(6)韓屈の二聖山城か らも、近年の発掘調査で八角形建物が発見さ れているのが判 ったので、

平成 4年 3月25日に現地調査を行った。 この事については後述する。

(7) 近年の調査の変遷と第10~ 12次調査の検出建築士l上は、第 l 表と第 2 表の通りである 。

(8) なお、平成 3年度の調査区については、これまでの様に調査終了後、埋め戻しという手順

をとらず(一部、15区と 18区は埋め戻された)、借地期間を瞥定的に一年間延長して、遺構を一

般に公開する事にした。

年度 調 査 調査主 体 調査内容 その他

昭和42年度 第1・2次 鞠智城調査団 米原台地の水田化工事(農業構造改善事業)、及

調査指導:鏡山 猛 び長者山の山林開墾に伴う 緊急務査。

調査団長:乙益重隆

昭和43年度 第 3次 。 。

昭和44年度 第 4次 。 宮野礎石の露出、長者原礎石群の全面露出。

長者山の羽lJi量を行なう。

昭和51年度 熊本県教育委員会 8月24日付けで、名称を「鞠智城跡Jと改称。

昭和54年度 第 5次 菊鹿町教育委員会 町道(稗方~立徳線)拡幅工事に伴う事前調査。

軒丸瓦片が出土。

*昭和42・43・54年度調査概要『鞠智城跡調査 |

報告書J
昭和55年度 第6・7次 熊本県教育委員会 文化庁国庫補助事業。

第6次では上原地区の発掘。

第7次では宮野礎石群の全面露出。

(昭和56年11月11日付けで県史跡に追加指定)

*熊本県文化財調査報告第59集 『鞠智城跡』

昭和61- 第8・9次 熊本県教育委員会 文化庁国庫補助事業。

62年度 第8次では航空撮影による米原地区の地形図作

成作業。

第9次では長者山礎石群調査。多量の炭化米と

瓦が出土した。

昭和63年度 第10・11次 熊本県教育委員会 文化庁国庫補助事業。

平成フじ年度 富野礎石群周辺及び少監ドン地域の調査。

平成 2年度 第 12次 熊本県教育委員会 文化庁国庫械助事業。

爆の自主事業による重要遺跡確認識査も加わっ

て、調査面積は大幅に増大した。

長者山東側裾部一帯(宮野礎石建築枇を含む)の

調査。

申鞠智城跡調査概報

*熊本県文化財調査報告第116集 『鞠智城跡』

平成 3年度 第 13次 熊本県教育委員会 継続して文化庁国庫補助事業と県の自主事業に

よる重要遺跡確認調査を行う。

町道西側一帯の調査。 13年ぶりに軒丸瓦が出土

する。八角形態築技2棟を検出。

*熊本県文化財調査報告第124集 『鞠智城跡』

*:調査結果収録報告書名

第1表近年の認査の変遷一覧
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号 桁 行 方 向
関 数 検出{直 (m) 柱問寸法 (m)

梁行桁行 梁行 桁 ti' 梁行 桁行
備 考

1 N64
0 

E 3 5 
4.5 10.0 1.5 2.0 

(15尺) (33.3尺) (5尺) (6. 7尺)
掘立柱(総柱)

2 N70
0 

E 3 
2.4 4.2 1.4 1.4 

(8尺) (14尺) (4.7尺) (4.7尺)
掘立柱(側柱のみ)

3 N20
0 

E 2 3 
6.0 9.0 3.0 3.0 

(20尺) (30尺) (10尺) (10尺)
扱立柱(側柱のみ)

4 N20
0 

E 
長軸 9.O短軸 6.4

(30尺) (21. 3尺)
礎石

5 N74
0 

E 3 4 
6.9 12.0 2. 3 3.0 

(23尺) (40尺) (7.7尺) (10尺)
掘立柱(総柱)

6 N72
0 

E 3 6 
6.0 16.4 2.0 2.4 

(20尺) (54.7尺) (6.7尺) (8尺)
掘立柱(側柱のみ)

7 N55
0 

E 3 
6.3 8.4 2. 1 2. 1 

(21尺) (28尺) (7尺) (7尺)
掘立柱(側柱のみ)

8 N67
0 

E 3 6 
6.0 3.4 2.0 1.7 

(20尺) (11.3尺) (6.7尺) (5.7尺)
掘立柱(仮IJ柱のみ)

9 N67
0 

E 2 
6.0 7.5 3.0 2.5 

(20尺) (25尺) (10尺) (8.3尺)
掘立柱(側柱のみ)

10 N67
0 

E 2 3 
6.0 7.5 3.0 2.5 

(20尺) (25尺) (10尺) (8.3尺)
掘立柱(領IJ柱のみ)

11 東西方向 5 6 
11. 0 12.6 2.2 2. 1 

(36.7尺) (42尺) (7.3尺) (7尺)
礎石・掘立柱併用

12 南北方向 5 6 
11. 5 13.2 2.3 2.2 

(38.3尺) (44尺) (7.7尺) (7.3尺)
礎石 ・掘立柱併用

13 南北方向 3 4 
7.5 10.8 2.5 2. 7 

(25尺) (36尺) (8.3尺) (9尺)
掘立柱(総柱)

14 東西方向 3 5 
7.2 14. 5 2.4 2.9 

(24尺) (48.3尺) (8尺) (9.7尺)
掘立柱(倶ij柱のみ)

15 N84
0 W 3 

7.2 11. 6 2.4 2. 9 

(24尺) (38.7尺) (8尺) (9. 7尺)
掘立柱(側柱のみ)

16 N53
0 

E 3 10 
7.8 26.6 2.6 2.65 

(26尺) (88.7尺) (8.7尺) (8.8尺)
擁立柱(側柱のみ)

17 N53
0 

E 3 
7.2 13.25 2.4 2.65 

(24尺) (44.2尺) (8尺) (8.8尺)
掘立柱(側柱のみ)

18 N60. E 3 
8.1 20.8 2. 7 2.6 

(27尺) !Cfi 9.3尺) (9尺) (8.7尺)
掘立柱(側柱のみ)

19 南北方向 I 5 
6.3 15.0 3.0 

(21尺) (50尺)
掘立柱(側柱のみ)

(10尺)

(注)この他、第 9次調査までに、宮野礎石建築社(県指定史跡)1棟分、不動倉礎石建築祉 1棟分、

さらに長者山に 4棟分の礎石建物が検出されている。

第 2 表第1O~12次調査建築祉一覧

第 3節遺跡の位置
鞠智城の中心地は麗未議菊最荷に所在する栄賢台地で、国土地理院発行の 2万5千分の l地

ちょ うじゃやま

形図『菊池1によると J 城内の一隅を占める長者山の位置は、図幅北からO.5cm、西から 14.1

cmの所にある O

-4-



第2図鞠智城跡位置図①

!ιu:.-:r:... ~ 
正面、
写
籍軍

直極言自

第3図鞠智城跡位置図②
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第4節鞠智城の歴史
Lょくにほんぎ

(1)鞠智城のことが初めて史上の記事に見えるのは『続日本紀 』文武天皇 2年 5月の条で、そ
もんとくじつろく

の後、 160年間の空白期聞があって、 『文倍、実録j天安2年の条に菊地域院としての記載があ

る。最後は『三代実議j元慶 3年の条をもって、鞠智城は歴史の舞台から姿を消している。

(2) 

L L 。 国史i 百(E目
〕奪剖 肥後園 令一吋' 見に

『詰。"'"9続 ヲ 鞠智域

*i -o i o i録 問主 主主
西『 」 」 」 不君城 一 五主鞠智島孝ィク子

f i事 言語 ZJ 主主

告事筆報者は 」館古川弘文 士3Jよ会J5 土十圭d会ロ 主五金 字火。 こ企月-H1二 1鳴巳。O ( 主会五主

二 空ノ1 間 月

が 六廿月 十月 廿六月 廿 十

挿入 六 五 五
日 日日日日

第5節鞠智城の城域について
(1)鞠智城の築城に際しては、当然の事ながら、かなりの選地がなされている事が明らかであ

る。城が築かれた米原台地そのものは独立地形である上に、南側を除く三方は、北方から南下

する八方ヶ高山系の出塊とその支脈尾根に囲繰されており、完全な防禦地形の中にあると言え

る。

地形的に開口の状態にある南側も、すぐさま菊池平野に接するのではなく、台(うでな)台地

を初めとして一連の台地が聞にワンクッションとして存在する事に、城としての絶妙の選地が

ある。

(2)城域は米原台地の上面域を中心に土塁線一崖線-3つの城門によって形造られる「討議う」

が真の城域と思われる o これに加え西側の「大門 j口と南側の扉風岩ライン、さらには米原台

-6-



地を取り巻く迫地や深谷を加えた広い城域としての仇1拍を考える必要がある。これらの城

域が鞠智城の内郭である O

(3) さらに、この内郭を補うものとして、人工の手が加わったと見られる自然地形の範囲が外

訴で、ある O 土塁線は西側(外郭①)と東刺但

外郭①は「大門 j口に端を発し、尾根を加工した土塁線と丘陵の崖線を加えた防禦ラインで

ある。一方、外郭②は城の揚手にあたる議iil転の土塁線である O

(4)規模については、次の通りである o

〔内郭〕 内城:最大幅(東西)866m、最長(南北)982m、全周3.7km、両積51.1ha

外城最大幅(東西)1. 55km、最長(南北)1.13km、全崩約5.82回、面積70.4ha

〔外郭〕 外郭①は全長2.4畑、外郭②は全長O.9km

l百 人¥ LAt，

ζ 二ニニニヰ

第4図
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第E章調査の成果

第 1節第13次調査の概要
(l)平成 3年度の調査(第13次調査)は、町道(米原を北西方向から南東側へ抜ける)の西側一帯

で行った。迫地から台地に登った町道が米原集落(台地の北端部にある)を抜けて、南東側へ約

130m程走行した台地上の平地である。

今年度の調査区は、西北西端で35mの距離をおいて昨年度の90一区調査区に接する事にな る。

(2) 調査は畑地と水田を借地して行い、調査の着手順に12区~ 18区の番号を あてた。 番号は昨

年度に連続する一連のものである。調査区の地番、面積等は第 3表の通りである。
(注)

借地の総面積は7，982rrfである。この内、排土場となった未掘の部分を除くと、全体の80%弱

を発掘しているものと思われる。(注)今年度からは算用数字を使用とする事とした。前年度はローマ数字削受

区番号 所 在 地 面積(nf) 地目

12区 鹿本郡菊鹿町米原 499 752 畑地

13区 ク 500 887 畑地
14区 。 501-1 1， 144 関田(水田)
15区 。 511-1 732 関田(水田)
16区 イシ 498-1 1， 401 開田(水田)
17区 イシ 502-1 1， 057 関回(水回)
18区 イン 504 2，009 開田(水回)

第 3表調査区地番・面積一 覧

第2節遺構の概要

用している。

ここで言う 関固とは、昭和42年

に前後して、台地上の畑地を米原
の水利組合で基盤整備したもので

ある。次いで深井戸を掘り、電動
の揚水ポンフ。で汲み上げた水を送

水する事で稲作が可能になった。

12~18の調査区からは建て替え分も含め、計16棟分の建築祉が検出された。各調査区におけ

る遺構の概要は下記の通りである。

区 概 要 検出 遺構
畑地で、昭和40年以来の旧地形を保ってい る。 20号礎石建物

12 開田工事の対象外地である 。 (34号礎石建物)
地表から 1m下で礎石建物が検出された。地山は調査区の商 土1広

組IJで、やや高くなっている。
13 畑地で、土地の状況は 14区と同様である 。 21号礎石建物

地表下50叩で礎石建物が検出された。 22号礎石建物
水田であ る。 持母国工事が行われ、整地の際にプルト ーザーが 23号礎石建物

14 入って、地山を両日っている。 (35号掘立柱建物)
地山は南側|から 北側へ傾斜する。表土厚は南側で30cmをi則る。
水闘である 。土地の状況は 14区と向様である 。 24号倒立柱建物(側柱のみ)

15 地表下20-30cmで地山のローム層土が検出された。
池山は西組IJから東側へ傾斜する 。
水田である。土地の状況は 14区と同様である。 25号掘立柱建物(総柱)

16 地山は東側から西側へ傾斜する。 八角形建物
遺構は東側で地表下20cm、西側では地表か ら1m下で検出さ 30号掘立柱建物(自IJ建期)

れた。 31号礎石建物 (再建期)
水田である。土地の状況は 14区と 同様である。 26号掘立柱建物(側柱のみ)

17 地山は調査区の西側が傾斜している。 八角形建物
32号掘立柱建物(富Ij建期)
33号掘立柱建物(再建期)

水田であ る。土地の状況は 14区と同様であ る。 27号掘立柱建物(側柱のみ)
18 地山はほぼ水平状態を保つo 28号掘立柱建物(側柱のみ)

29号礎石・掘立柱併用建物
竪穴住居祉

第 4表各調査区の概要

-8-



143.9 

J 

ち11(11111色川、村¥
ち1I1111II山 1111111¥11111111¥11

、t

¥hhl11llIJIll-wtltllIttiltIIL1111NIHilllli! 

~ ~ 

14ま9

司

1455 

11 
147.2 

V 

144!} 

11 
1469 

。1462

Y 

146.6 

11 

1447 

少監ドン

11 145.1 

(至米原集落)

明

一
弘
涼
ノ
ポ
ザ
j

v
M

一
『
〆
ん
げ
潟
、
ど
山
小
、
、

川
三
三
三
=
日
~
ご
/

;

L

時
¥
ぷ
然
、
白

wd

い

い

の
JJJffJJJW
、
バ
ダ
ハ
ハ
?

/エ///¥丸、一

ω

d
業

♂

エ

τ，A
F

V

L

ん寸
y

z

t

l

l

三〆U，/〆一，
JJJ〆
ち

ノ

岬

下

、

宅

川

d

wv

、/二三
tJJJ1
三
%
、
/
/
/
/
ラ
/
/
一
一
ご
ざ
と
よ
¥
川
区

/

H
叩
う
お
γ
/
/

昇

、

ご

と

ご

ん

ど

ぐ

と

川

日

夕
食
三
一
号
、
と
ご
と
と
¥
ミ
¥
¥
¥
¥
一
¥
、

J
2
9

/
川
弘
均
一
ミ
¥
¥
¥
¥
¥
¥
、
¥
と
さ
と
、
/
¥
¥
ハ
ム
ー

44.2 

143.4 

11 
136.3 

- 9-



礎石建物及び掘立柱建物

~ゴヨ 桁行方向
筒数 検出値(m) 柱間寸法(m)

備 考
梁行桁行 梁行 桁行 梁行 桁行

N 6
0 

W 
7.2 9.6 2.4 2.4 

礎石建物20 3 4 
(24尺) (32尺) (8尺) (8尺)

N 6
0 

W 
7.2 8.8 2.4 2.2 

礎石建物21 3 4 
(24尺) (29.3尺) (8尺) (7.3尺)

NllOW 
5.8 8.0 1.45 2.0 

礎石建物22 4 4 
(19.3尺)(26.7尺) (4.8尺) (6.7尺)

NllOW 
5.8 12.6 1.45 2.1 

礎石建物23 4 6 
(19.3尺) (42尺) (4.8尺) (7.0尺)

N49
0 

E 
5.7 10.2 5.7 2.55 掘立柱建物(側柱のみ)

24 l 
(19尺) (34尺) (19尺) (8.5尺) 庇が付く。

N45
0 

W 
5.7 7.2 1.9 2.4 

掘立柱建物(総柱)25 3 3 
(19尺) (24尺) (6.3尺) (8尺)

N12
0 

W 
7.2 6.0 2.4 3.0 

掘立柱建物(側柱のみ)26 3 
(24尺) (20尺) (8尺) (10尺)

N48
0 

W 
5.7 10.0 5.7 2.5 掘立柱建物(側柱のみ)

27 1 
(19尺) (33尺) (19尺) (8.3尺) 庇が付く 。

N47
0 

E 
4.2 9.0 2.1 1.8 

掘立柱建物(側柱のみ)28 2 5 
(14尺) (30尺) (7尺) ( 6尺)

12.9 6.9 2.15 2.3 
庇礎建石物は掘の・立掘本柱体立。柱が礎併用石建で物、29 N50

0 

E 6 
(43尺) (23尺) (7.2尺) (7.7尺)

八角形建物 (単位:m) 

柱 問
万Q 建物構造 内径(1) 内径(2) 外径

内径(1) 内径(2) 外径

6.8 9.6 2.6 3. 7 
礎 石 建 物

(8.7尺) (12.3尺)
30 

(22.7尺) (32尺)

31 掘立柱建物

3.8 5.9 9.2 1.4 2.3 3.5 
32 掘立柱建物

02.7尺) (19.7尺) (30.7尺) (4.7尺) (7.7尺) (11.7尺)

4.0 6.7 9.8 1.5 2.5 3.8 
33 掘立柱建物

(13.3尺) (22.3尺) (32.7尺) (5尺) (8.3尺) (12.7尺)

第5表 第13次調査検出の建築士止一覧

〔備考〕①この他、 20号建物の下層に34号礎石建物を構成すると思われる礎石がある。

②さらに、 22号建物の下層に35号掘立柱建物を構成する掘形がある O 最終的に、

この区画には21号・ 22号・ 35号の建築士II:が重なり合う事になる。

-10一





C
 

h
u
-

(畦畔)

G 

K 

21号建築祉

(畦畔)

M 

o 4 m 
』ーニニニζ ニニーヰ

H 

J 

①
 

A B 

L ~144.3m 

② 

①
 

o C ミミこ三三三三三

② 

②ノ(口ームブロック土が多量に混入)
し ~145.0m

E 

⑬⑬⑬⑩⑪  

G 

しニ144.5m

黄褐色土

、P」L一-て7. H 

し ~145.0m

J 

I I I 
⑤⑦⑤  ⑤⑦⑤⑦ ⑤⑦④⑤④  ②〆(ロームブロック土⑦

が多量に混入)
⑤ 

K 

⑤ 

し

③②  

①
 

①し~145.0m

M N 

③ 

し ~145.0m

⑦ 

① 
し中145.0m

R 。
⑦③②③⑤④⑤  

第7図 20~23号建築士止断面図

A-BC-D 
①暗褐色土(炭化物粒子を少量含む)

②黒褐色土(白色粒子を少量含む)

F 

E-F G-H I-J 
①黒褐色土(炭化物・焼土を粒子状に多量に含む)

D ②暗黒褐色土(ローム土ブロックを少量含む)

③黒色土 地業崩壊土(暗黄褐色土が少量混じる)

④黒色土

⑤黒色土に黄褐色土が粒子状に混じる。

⑥黒色土に黄褐色土がブロック状に混じる O

⑦地業土(黄褐色土)

⑧地業土(黄褐色土)

①地業土(黄褐色土を粒子状に含む黒色土)

⑮地業土(白色砂質粘土)

⑪地業土(⑩を粒子状に少量含む黒褐色土)

⑫黒褐色土(⑮と焼土を粒子状に少量含む)

⑬地業土(ブロック状 (3~5cm大)の⑬を少量含む黒褐色土)
⑪黒褐色土(ブロック状 (3~5cm大)の⑩を少量含む)
⑮黒褐色土(ブロック状 (3~5cm大)の⑩を多量に含む)

⑮靖黄褐色土(地山?) 

しヰ144.3m

Kーし

①黒褐色土(焼土・炭化物を粒子状に含む)

②黒褐色土(①よりやや明るく、密で締まりがある)

①地業土(黄褐色土・密)

④地業土(i炎黄褐色土・疎)

⑤撹乱層

M-N O-P Q-R 
①黒褐色土(炭化物・焼土を粒子状に多量に含む)

②暗黒褐色土(ロームブロック (3~5cm大)を少量含む)
③暗黒褐色土(ロームブロック (3~5cm大)を多量に含む)

④暗褐色土(地業土に褐色土が混入)

⑤地業崩壊土(培褐色土に地業土が少量混入)

⑥ 23号礎石建物の地業土

⑦ 21号礎石建物の地業土

⑧黒褐色土(①よりも炭化物の含有が多い)

4m 
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第 3節礎石建物

2 0号建築祉

①桁行N6
0 

Wで、 3間X4間の総柱・礎石建物である。梁行7.2m(24尺)、桁行9.6m(32尺)

の大きさで、柱間は梁行、桁行ともに2.4m(8尺)を測る。

建物を構成する礎石の中で欠けているものは無く、 20倒全部が当時のままで検出された。石

材は大部分が花闘岩で、 5個のみ (S4 . S 14・S15・S18'S19)が安山岩であった。

礎石の加工度合は、上面が平坦で明らかに整形されているものが10偶(S1・S4 ・ S7~

11・S13 . S 15・S16)、中心部が柱の受け皿となる様に、やや凹み、若干、整形されている

ものが3個(S6'S17・S18)、多少の凹凸はあるものの、自然面をそのまま利用しているも

のが5個(S2・S3・S5・S12・S14)、多少、凹凸した自然面に粗い整形が加わっている

もの (S19)、さらには自然面を利用しているが、加工の有無が不明確なもの (S20)とに分かれ

る。この中で S4とSl1は加工の度合いが非常に大きく、完全な平坦面となっている。

側面は、運び込まれた大岩がそのまま利用されている S6を除くと、すべてに割った形痕が

ある O この中で特に S2とS4の側面は端的に面取りされて直の状態にある。

一方、 S1とS2は礎石全体の風化が進み、 S1・S5・S20は上面箇所が茶黒色 (S1 )、

チョコレート色 (S5)、薄褐色 (S20)に変色している。原田は強い火を受けた事によるもので

あろう。かかる意味で、この建築士l上は火災によって焼失した可能性が高い。

②個々の礎石は全体的に太目であった。畦畔によって南側部分を検出できなかった 3偶の礎

石(S5・S10・S15)を除くと、最大クラスのものは S1が長軸127cm、短軸86cm、 S13が長

軸 126cm、短軸78cmを測った。対して、最小クラスの S2も長職76cm、短軸67cmの大きさで、あっ

た。礎石の大きさは20号建築祉がかなりの規模であった事を示 Lている。

①礎石の周圏から根固め石が検出された。但し、やや太目のものが単発的に礎石の側面を固

める状態で、よくある様な礎石を軸とした環状的な配列ではなかった。石材は礎石と同様に花

両岩のものが多かったが、中に安山岩のものとチャート系の角礁があった。

④ S 12・S17の聞に、配列の上で意味不明の礎石状の角磯(S21)がある。大きさは長斡76cm、

短軸62cmで、上面は平坦である O 側面の検出部分の高さは30cmを測る O 形状的には、まさに礎

石そのもので、上富の中心部は、 S12とS17の中間位置にあたっている。石材は花両岩で風化

が激しい。

なお、この礎石状の角礁は、 S5とSlOとの間にあるやや小振りの岩礁(S22)と繋がりがあ

るかも知れない。石材は S21と同様に花両岩で、風化が激しく、上面は平坦で、大きさは長軸

50cm、短軸25cmを測る。上面の中心部はこれ又、 S5とSlOの中間位置である O 側面の検出部

分の高さは18cmで、比較して、 S21よりもインパクトは弱いが、礎石としての観はある o S21 
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とS22は、 20号建築士!l:に先行する礎石建物の残存礎石であろうか。この件に関しては、 20号建

築祉から南側へ11.8m離れた所で検出された同時代の21号建築士止(同建築祉は南北方向で20号

建築士!l:と柱筋が通る)を考える必要がある O まさしく、同建築士止の下層遺構として 2棟の礎石

建物(22・23号建築士!l:)が存在するのである O これに習えば、可能性はかなり大と言えよう O 従っ

て、ここでは S21・S22を組み込むであろう礎石の建物を34号建築士止とする。

① 20号建築祉は地表下 1mに埋没していたものである。昭和42・43年当時、この調査区を含

めた一帯はボーリング棒による徹底した礎石の確認調査が行われている o r礎石の上にかよう

なまで、の堆積土が覆っているとは・・・・・・ j現地指導に訪れた三島 格氏(当時の調査団

のメンバーの一人)の感想は印象的であった。

⑥この礎石列の検出に関して特筆すべきことがある。元来、かような礎石は版築状の地業土

で面められ、礎石の上面か、もしくは側面の上位のみが露出の状態にあるのが普通と開く。し

かし、 20号建築祉の場合、この事が当てはまらなかった。

⑦調査の工程を記す。まず、重機で表土を剥いで、次に撹乱層を}II買次掘り下げていった所、

前述の様に、地表下 1mの所で、 11聞の礎石が検出されたのである。そこで、手掘りに切り替

えて作業を進めた。礎石の上面が出揃い、建物の間数も確定したが、地業土にあたる黒褐色土

は軟らかく、版築状態になかった。そ して何よりも、礎石を上面から厚く覆っていた土壌と問

ーのものであった。これに加えて、 12~16世紀の中世遺物(主な物はNo.39~44) が混入してい

たため、当然の事ながら、さらに掘り下げる必要があると判断した。各礎石間にベルトを残し、

黒褐色土を慎重に少しづっ掘り下げていったが、深さlOcmも掘り進むと中世遺物は出土しなく

なった。しかし、上層と下層部分の土色や硬度に変りはなく、ついには礎石の側面の高さが30

~35cmに及ぶ事にな った。 この辺でやっと土色に変化が生じ、やや硬い斑点状の黒褐色土とな っ

た。そこで、これが真の地業土の最下層部分ではないかと判断し、作業を中断した。結果とし

てすべての礎石は側面の大半を地上に晒す事にな った。

このことについて 4つの事が考えられる。(ア)建物が廃棄された後、中世に至るまでに隣接

地域から多量の土砂が流入して、礎石が地中深く埋没した。そして、その後、この地が農地と

なった時、礎石聞の地業土を掘り抜く程に深く耕された為に、上層と下層の土壌が完全に入り

混じってしまった。(イ)何らかの原因で、後世に礎石間の地業土が、最下層部分を残し、ほほ

完全に流出したものの、中世では逆に他地域からの多量の土砂が流入して、礎石が深く埋没し

た。(ゥ)礎石を覆う分厚い黒褐色土に幾つかの矛盾点はあるものの、分層が可能で、我々が掘

り進んだ土層面が実際は質の低い地業土であった。(エ)極論として、当初から礎石は大半が露

呈の状態にあり、地業土はごく浅いものであった。これらの事について、(イ)の自然現象はま

ず考えられない。(ウ)も畦畔を利用した土層断面の観察結果から可能性は極めて低い。(ア)の

考えが妥当な線であろうが、埋土の堆積状況からして、(エ)の考えも捨て難いものがある。
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S No 岩質
大きさ (cm)

礎石の上面 礎石の側面 備 考
長軸 短紬

S 1 花街岩 127 80 平坦。 東側と南側に割った痕 上位は茶黒色を呈す

務形されている。 がある。 る。風化が激しい。

S 2 花筒岩 76 67 僅かに凹凸。 東側と南側は面取りさ

自然面を利用している。 れて直の状態にある。

全体的に凹凸している 図面に割った痕がある。

S 3 花岡岩 120 90 が、総じて平坦商を形成

するo自然函を利用して

いる O

S 4 安山岩 88 61 完全に平担。 東ililJと南側は関取りさ

整形されているo れて直の状態にある G

僅かに凹 ll~lo 礎石は大岩がそのま

S 5 花両岩 98 自然面を利用している。 ま利用されているo

上回はチョコレート

色を呈するo

S 6 花尚岩 85 75 やや凹む。 南西側に割った疫があ

若干、整形されている。 る。

S 7 花尚岩 98 69 平沼。 四側面に割った痕があ

整形されているo る。

S 8 花尚岩 91 72 平温。 南西国に割った痕があ

整形されているo るO

平:l:!l.。 凶側面に割った痕があ 礎石はやや斜めの状

S 9 花街岩 86 74 整形されているo る。特に北側は大きく割 態に傾いている。

られている。

平坦。 南~!IJは未発掘。
SlO 花筒岩 57 整形されているo 残り三側面の内、北側

のみ自然面で、他は部っ

た痕がある。

完全に平担。 四側面に割った痕があ

繋形されている。 るoP持制IJを除く三側面Iは
S11 :fE尚岩 115 54 縁部l土角張った状態に 一応、函取りされている。

ある。 南側は大きく割られて

稜線は非常にシャープ。 いる。

中央部は凹む。 南側閣に割った痕があ 風化が激しい。

S 12 花街l岩 127 66 自然、商を利用している。 る。但し、礎石は全体的

に自然の状態を保つ。

王子担。 凶側面に割った面があ

S 13 花同岩 126 78 務形されている。 るO

摩耗しているものの、

縁部に稜線がj惑じられるo

S 14 安山岩 93 69 やや平担。 東側の側凶を而取りし

自然函を利用 Lている。 ている。

S 15 安山岩 平組。 北側面に割った痕があ

整形している。 る。

平坦。 北側面に大きく割った

S 16 花岡岩 90 79 整形されている。 f長カまある。

縁部は角探った状態に 残りの三側阪は級く面

ある。 耳見りさ*1ている。

やや凹むo 東側面と西側面は面取

S 17 花同岩 81 70 若干、整形されている。 りされている(特に西側は

大きく面取りされている)

S 18 安山岩 102 80 凹む。若干、粗く整形 礎石は底部にi古lい逆錘

されている。 形を呈する。

やや丸l床を帯びながら 東側面と西側面に書IJっ

も総じて、平土日耐を形成 た痕がある。

S 19 安IlJ岩 109 78 する。

自然、而を利用している

が、粗い整形が加わって

いる。

丸1床を帯びながらも平 西側而と南側面に出lっ 上面は薄褐色を呈す

S 20 花尚岩 107 76 坦面の感あり o自然、面を た痕がある。 る。

利用したものか?
一

第6表 20号建築士止磁石観察表
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@西1~ijの桁行からは総数154片を数える布目瓦片が集中的に出土した。その範囲は桁行方向に

沿って南北の長さ13m、東西の幅 6mであった。しかるに13調査区の地形は西側から東側への

緩傾斜地(比高にして20~30cm) で、布目瓦の集中地域は調査区で最も高所となる。

この箇所に限り、布目瓦の出土を見た事は次の推論を生む。(ア)建物の廃棄後、瓦は周辺に

広く落下したが、大半は後世の農耕の際、掘り起こされて、捨てられ、偶然にも西側桁行のも

のが残った。(イ)建物が使用されていた時期に発生した自然災害によるもので、瓦の落下は西

側桁行のみで発生し、その一部が土中に埋まったものである。大半の瓦はすべて建物の破却時

に他の所へ持ち出されたとする考えである O 推論としては(イ)の方が筋が通るo

この事は宮野礎石建物の調査結果(昭和55年度の第 7次調査)にも当てはまる O 布目瓦は同じ

く西側の桁行から集中的に出土している O

⑨雨落ち溝の検出に際しては、遺構の残存状況が悪く、調査は困難を極めた。それでも桁行

の西側では、布目瓦を除去した後で、長さ 6m:T.ìを検出した 。 幅は35~50cmで、あったが、深さ

は7~13cmにすぎず、南側寄りの2.5m分については東側の肩部が検出できなかった。 溝の走行

も、やや蛇行気味である。 一方、北側の梁行からも、西側から東側にかけて4.4m分が検出さ

れている o 幅は70~85cmで、あったが、深さは 5 cm前後で、極く浅いものであった。礎石の検出

状況からすれば、当然の結果であろう。

⑮最後に出土遺物の年代に触れておく O いずれも中世遺物との混入物であるが、年代のわか

る14片の須恵器での時期幅は 7世紀前半から 8世紀に及ぶ。この中で 7世紀後半のものは 6片

で最も多い。従って、この事からすれば20号建築士tI:の年代は 7世紀後半頃と推察される。

2 1号建築士止

①桁行N6
0 

Wで、 3問X4問の総柱・礎石建物である。梁行7.2m(24尺)、桁行8.8m(29.3 

尺)の大きさで、柱開は梁行204m(8尺)、桁行2.2m(7.3尺)を測る。 20号建築士止の説明でも触れ

た様に、この建物は桁行方向において20号建築祉と完全に柱筋が通っている O

建物を構成する礎石の中では東側の桁行方向で、 S39が欠損状態にあった。

石材は20号建築祉と同様に大部分が花両岩で、 4個のみが異なっていた。内訳は、 S26・S

27とS29が安山岩で、 S42がチャート系の岩礁であった。

礎石の加工度合いは、上面が平坦、もしくは多少、凸凹しているものの、明らかに整形され

ているものが13倒(S 24~ S 27 . S 29・S30・S32~ S35・S37・S40・S41)、自然面をその

まま利用しているものが4個(S23・S28・S38・S42)であった。この中で S30・S32・S33 

は加工の度合いが大きく、縁部に稜線が感じられる。

側面は、総てに割った形痕がある。この中で特に S23・S32・S42の側面は、端的に面取り

されて、直の状態にある。 一方、 S24とS26はやや風化の状態にあり、 S24・S25・S38・S41は
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SNo 岩質
大きさ (cm)

礎石の上面 礎石の側面 俄 考
長軸 短勅

523 花尚岩 76 67 やや丸味を帯びる。 東側面は面取りの状態
自然面を利用している O にある。

524 花尚岩 72 61 平坦。 東側商に釘!った痕があ 上面は茶色l味を帯び
若干、整形さ れている。 る。 る。やや風化している。

525 :fE偶岩 74 67 整多形少凸凹している。 北側面に割った痕があ 上聞はやや茶色味を
されている。 る。 帯びる。

526 安山岩 平坦。 害IJった痕がある。 風化している。
平坦。 南側面と西側面に粗〈 上前に円形状の凹み

527 安山岩 113 73 整形されている。 書リった痕がある。 (直径11X 13cm)がある。
礎石の形状は、楕円

形のものを半分に割っ
た感じ。

528 花尚岩 85 61 全体的に中心部は凹む。 西側面に書IJった痕があ
自然iIUを利用している。 る。
平坦。 北側とi!!imlJの側面は、 上面は*側から西側

529 安山岩 62 54 整形されている o 面取り されている。 へ、やや斜めの状態に
ある。

平題。 東側面と南側荷iに害IJっ 上両は西側から東~IIJ
530 花尚岩 59 49 獲形されている。 た痕がある。 へ、やや斜めの状態に

縁部に稜線が!感じられ ある。

る。
531 花尚岩 検出されているのは

南側面のみである。

整多少形凸凹している。 西側面は面取りされて
532 花尚岩 67 52 されている。 直の状態にある。

縁部に稜線が感じられ 他の側而には、大きく
る。 粗〈割った痕がある。

平坦。 西側面に割った痕があ
533 花閥岩 76 64 整形されている。 る。

緑色部に稜線が感じられ
る。

534 花街岩 64 57 平担。 南側面に組く剣った痕
整形されている。 カまある。

535 花尚岩 52 やや平担。
536 花同岩 南側面に割った痕があ 南側面のみの検出で

る。 ある。
多少凸凹している。 東西岡側面に大きく書IJ 上函は南側から北側

537 花街岩 87 59 整形されている。 った痕がある。多少面取 へ、やや斜めの状態に
りされている ある。

平坦。(やや丸味を帯 東側面と南側面に粗く 礎石自体は丸石が利
538 ;(E尚岩 86 78 びる) 害IJった痕がある。 用されているo

自然、商を利用している。 上而はやや黄色味を
帯びる。

539 欠t員している。
540 花筒岩 56 やや凹凸がある。 粗〈函取りされている。

粗く整形されている。
541 花尚岩 平坦。 籾く割った痕がある。 上回は茶色を呈する。

整形されている。
542 チャート系 84 60 自然面を利用している。 東側商と南側面は商取

りされて直の状態にある。

第 7表 21号建築士止礎石観察表

上面箇所が茶色 (S24・S25・S41)、黄色 (S38)に変色している。こ の事により、 21号建築祉

も火災にあって焼失した可能性が高い。

②個々 の礎石は20号建築士止のものより やや小さめであった。最大ク ラスのものが S27で、長

軸113cm、短斡73cm、最小クラスは S30で、長軸59cm、短軸49cmの大きさであった。

この中で建物の角隅(南西側)にあたる S27には平坦な上面の隅に円形(直径11X 13cm)で皿状

を呈する窪みがある。あたかも、 門礎石に穿たれた軸受け穴の様で、そうなれば、 S27は何か
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の建物に付随した門の礎石の転用という事になる O この件に関し、現場において甲元真之氏か

ら「可能性がある」との示唆を受けたが、小田富士雄氏は慎重論であった。

③ 21号建築祉の場合、調査区の南縁で、は地表下30cm足らずで礎石を検出できた。礎石の地業

土にあたる黒褐色土は、 20号建築士i上の場合と同様に礎石の上面を覆い、土中にはこれ又、 12~

15世紀の中世遺物(主なものはNOo103~111)が混入していた。従って、この黒褐色土も掘り下

げたが、土中から21号建築士l上の下層礎石建物となる残存礎石が硲認されたのである O この事に

より 21号建物に先行する建物(22・23号建築士l上)の礎石の内、幾っかをそのまま残した状態で、

新たな地業が行なわれ、上層部分に21号建物が建てられた事がわかる o 下層遺構の礎石聞から

は地業土と思われる褐色ローム土と黒褐色土の混入土が検出されたο従って、 21号建築祉の場

合、この地業土の上面で掘り下げ作業を中止した。しかし、結果として、礎石の側面は20号建

築士止と大差ない程の高さになった。

黒褐色土の問題については、 20号建築士止の個所で述べたので省略する(21号建築士l上の場合、

深耕の度合は下層建物の地業土まで達していないと判断する)0 

④この建築祉に伴う雨落ち溝は、北側の梁行で一部が検出された。長さ 5.4m、幅1.0m、深

さlOcm程度で、上位部分が削られて底部のみの残存で、ある O

2 2号建築士止

①桁行Nll
O

Wで、 4間X4間の総柱・礎石建物である O 梁行508m(1903尺)、桁行800m(260 

7尺)の大きさで、柱聞は梁行1.45m(408尺)、桁行200m(607尺)を測る O この建物は23号建築士止

と南北の桁行方向において完全に柱筋が通っており、両建物間の距離は205mと板めて隣接の

状態にある O 建物を構成する礎石の中では 9個だけが現存していた (S43・S48・S52・S53・

S 57・S58・S62・S63・S67) 0 残りの16個は21号建築士tl:の地業の際、除去されたものと思

われる。石材は花崩岩(S43・S53~ S 63) と安山岩(S52・S67)、チャート系の岩機 (S48) 

とがあった。 礎石の加工度合いは、上面に関し自然面をそのまま利用しているものがS52で、

残りの 8個は平坦面(多少、凸凹しているものを含む)を有 L、明らかに整形されていた。

側面は、 21号建築祉の地業土に埋もれて、上面部分の検出に留まったものが3個(S52・S

58・S63)あった。残りの 5個については、いずれも割った形痕があった。

S 53 . S 57・S58・S67は、上面箇所が灰黒色(S53・S67)、茶色(S57)、チョコレート色

(S 58)に変色している O この事により下層遺構の22号建築士l上も火災に遇ったものと思われる。

②個々の礎石は上位遺構の21号建築士tl:より小さ目であった。最大クラスのもので長軸104cm、

短軸52cm、最小クラスは S48が長軸56cm、短輯134cm、S63が長軸50cm、短軸42cmで、あった。

③この建築士止に伴う雨落ち溝は、西側の桁行で一部分が検出された。長さ 508m、幅40~70cm 、

深さ 5~ 6 cmで、底部のみの残存であった。但し、検出溝の走行は南側で、桁行方向に対し、
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S No 岩質
大きさ (cm)

礎石の上布 礎石の側面 備 考
長軌 短軸

上面は茶色l床を帯び、

543 花陶器 53 40 西側lから東側へ斜めの

状態にある。

l 1 1 5SSS44444 6 5 7 (欠損している。)

平坦。 西側蘭に粗く割った痕

548 チャート系 56 34 整形されている。 カまある。

縁部に稜線が感じられ 残り 3側面は粗く頭取

る。 りされている。

5? (欠損している。)

丸l床を錆びる。 風化が非常に激しく、

552 安山岩 81 42 自然而を利用している。 ボロボロの状態にある。

自然岩をそのまま利

用している。

多少凸凹している。 割った痕がある。 礎石には、横方向に

553 :{E柄岩 90 52 自然面を利用している。 亀裂が走っている。

上面は'*黒色味を帯

びる。

S S S 5554 5 6 (欠損している。)

557 花両岩 104 48 平坦。 東側面に、大きく粗く 上面は茶色1沫を帯る。

整形されている。 割った痕がある。

多少凸凹している。 上爾はチョコレート

558 :{E両岩 62 整形されている。 色を呈する。

やや風化しているo

S S S 6650 9 1 (欠損している。)

562 花筒岩 74 51 やや凸則している。 粗く割った痕がある。

粗〈整形されている。

563 花嗣岩 50 42 平担。 上面は南側から北朝u
整形されている。 へ斜めの状態にある。

S S S 6664 5 6 (欠損している。)

やや凸凹している。 東西側面は面取りされ 上函は灰色味を帯び

567 安山岩 76 43 粗く整形されている。 ている。南側面に粗く割 るO

った痕がある。

第8表 22号建築士止礎石観察表

や西側へずれている。

④この建物の地業土と考えられる褐色ローム土と黒褐色土の混入土は、基壇状になっている

可能性もあったので、建築士止を横断する畦畔を利用し、土層観察を重ねた。しかし、建物の東

西両端にあたる所で、土壌が乱れており、基壇状の立ち上りを明確に掘む事はできなかった O

礎石自体は、この地業土状の混入土に大半が埋もれており、上面もしくは側面の一部が露呈の

状態にあった。

① 22号建築祉の下層から掘立柱建物の掘形が 1個だけ検出された(他の掘形はいず、れも21号と

22号礎石建物の地業土に埋もれた状況にある)022号建築祉の北西側寄りにあり、 21号建物の

西側桁行ライン下にかかっている(建物の角隅礎石にあたる S67からの距離は1.3mを測る)。
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掘形の平面形状は楕円形で、長軸1.45m、短軸1.28mをifilJる。柱穴は掘形の西側寄りにあり、

直径35cmで、ある。掘形を四分割したが、深さは70cmを測った。理土は基本的にH音褐色土と黄褐

色ローム土の混入土で、きちっとした版築状態にあり、 5}醤に分層できた。柱穴もは っきりと

捉える事ができた。埋土は暗褐色土に黄褐色ローム土が混じるものであったO この掘形を組み

込む掘立柱の建物を35号建築士iI:とする。

@ 13調査区における布目瓦の出土量は、第44表に見るように極めて少なかった。20号建築士止

と同時期のものと考えられる21号建築士止から布目瓦の出土がなかった事は大きな疑問である。

出土した須恵器の時期幅はパラつきがあり、 6世紀後半(No.81)、 7世紀後半(No.84)、 8 

世紀(No.80)、8世紀から 9世紀にかかるもの (No.83)とに分かれる。これらについても 20号

建築祉の場合と同様に中世遺物包含層からの出土である。

⑦ 21号建築祉を上層遺構とする22号建築社及び35号建築祉の重なりは、鞠智城の築城時期を

考える上で、極めて貴重な調査結果である O これについては、第W章のまとめで後述する。

2 3号建築祉

前述の様にNll
O Wで4間X6間の総柱・礎石建物である。梁行5.8m09.3尺)、桁行12.6m

(42尺)の大きさで、柱間は梁行が1.45m(4.8尺)、桁行は2.1m(7尺)を測る。

建物を構成する35個の礎石の中では、中央部分より南側寄りにかけて、 11個が欠損していた

(S 70・S73・S77・S78・S84・S85・S91・S92・S94・S98・S99) 0 

石材はやはり花商岩が主で (S74・S79~ S81 ・ S86~ S 88 ・ S90 ・ S93 ・ S1∞~S 102)あっ

たが、安山岩のものも多く (S68~ S 72・S75 ・ S82 ・ S83 ・ S89 ・ S95~S97) 、その他、 1

個だけチャート系の岩機(S76)があった。

礎石の加工度合いは、上面が平坦で、明らかに整形されているものが14個 (S69・S72・S

79~ S 83・S86'S90・S93・S95・S97・S100・S101)で、自然面を利用しているものが

8個 (S71・S75・S76 ・ S87~ S89・S96・S102)、その他、風化のために不明なもの(S 

68)と畦畔にかかつて一部しか検出できなかったもの (S74)があった。この中で S97は偶然の

自然作用によるものと思えるが、ノミ痕の様な凹面が残っていた。自然面を利用したものの中

では、一部につき V字形状の切裂が入るもの (S83. S邸)があり、全体的にやや粗い感じであっ

た。 側面は、 22号建築祉と同様に、地業土状の混入土に埋もれて観察不可能なもの10個(S71・

S74・S75・S82・S87・S88'S 95・S96・S101・S102)があった。残り 14僧については

自然岩をそのまま礎石に利用したもの (S96)を除くと、他はすべてに割った痕があった。この

中で S69は上面が狭く、四方の側面が斜めに粗く割られていた。さらに度合いに相違はあるが、

明らかに面取りされているもの (S83・S86・S89・S90)もあった。

一方、礎石の中で風化しているものが 3個(S68・S79.S87)あったが、この中で S68は風化
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が非常に激しく、表面がボロボロの状態にあった。

S79とS93は、茶色(S79)とチョコレート色(S93)に変色していた。この事により 23号建築

祉も火災に遇った可能性が高いと言える O

②個々の礎石は全体的に小振りであった。最大クラスのもので S76が長軸71cIll、短軸68cIll、

最小クラスは S81が長軸50CIll、短軸38cIll、 S90が長軸51cIll、短軸31cIllを測った。

S No 岩質
大きさ (cm)

礎 石 の 上 回 礎石の側面 備 考
長軸 短軸

568 安山岩 60 49 やや平坦。 北側面を粗〈割ってい 風化が非常に激しく、

(風化の為、不明) る。 ボロボロの状態にある。

569 安凶宕 68 42 
平整形坦。されている。 奈}め中央に部粗をく残削らし、 四万は

れている

570 (欠員している。)

571 安山岩 中央部は凸の状態にあ 礎石が西側!へ移動し

る。 たものか?

572 安山岩 73 46 平坦。 割った痕がある o 南側から北側へ大き

整形されている。 く傾斜の状態にある。

573 (欠 員している。j

574 花偶岩 57 西側から東側へ大き

く傾斜の状態にある o

575 安山岩 69 42 平想。 自然岩をそのまま礎

自然面を利用している。 石に利用している。

凸凹している。但し、 東西の両側面に割った

576 チャート系 71 68 中央部から西側にかけて 痕がある。

柱の受皿状に凹むo

自然面を利用している。

市? (欠損している。)

平坦。 粗く割った痕がある。 上関はやや茶色味を

579 花尚岩 68 56 整形されている。 帯びる。

やや風化している。

580 花両岩 平担。 事lった痕がある。
整形されている。

881 花尚岩 50 38 平坦。 害IJった痕がある。

整形されている。

平想。 上函を除き、自然頭

882 安山岩 58 45 (狭い部分に奴られる) が保たれている。

粗い整形がされている。

平坦。裳形されている。 粗く割った痕がある o

883 安山岩 62 43 北側端部にV字形の切 西側面Iに絞り、粗く薗

裂が走る。 取りされている。

S S 884 5 (欠損している。)

886 花向岩 64 平想。 東側面は粗〈面取りさ 丸岩を利用している。|
整形されている。 れている。

587 花崩岩 丸味を帯びる o 風化している。

自然面を利用している。

888 花筒岩 62 検出部分は凸凹してい

る。

V字形の切裂が入る。

889 安山岩 57 48 多少凸凹している。 面取りされている。

自然、面を利用している。

890 花両岩 51 31 平坦。 東側と北側の側面に、

粗くま主~されている。 割った痕がある o

S S 992 1 (欠損している。)

893 花筒岩 65 54 多少凸出 Lている。 非常に粗く割った痕が 上面はまだらにチョ

粗く整形されている O ある。 コレート色味を帯びる。

894 (欠損している。)

595 39 平泊。

整形されている。

第9表 23号建築祉礎石観察表①

29-



S No 岩質
大きさ (c四)

礎石の上面 礎石の lWJ面 備 考
長軌 短軸

S96 安山岩 70 56 平坦。 自然岩をそのまま礎

自然閣を利用 している。 石に利用している。

やや平坦。 南側面を除〈 一方を、
粗く盤形されている。 粗〈面取りしている。

S97 安山岩 70 40 中央部が被方向に、全

体的に凹む。

ノミ痕の微なものが

残る。

晴子 (欠損 している。)

平盟。 南側面と西側面に粗〈

S 100 花尚岩 69 65 整形されている。 割った痕がある。

ひび創れしている。

S 101 :jE筒岩 50 平畑。整形されている。
S 102 花柄岩 自然面を利用している。

第10表 23号建築祉礎石観察表②

① S72は21号建築士tI:の S42 と上下に重なり合っている 。 すなわち S72の上に層厚4~ 5clll程度

の堆積土があり(必然的に、これが21号建物の地業土と判断される。基本的には黒褐色土に近

い様な気がするが、両礎石聞の奥深い所にあるため、確たる土色の判定や、硬度の判定ができ

ない)、その上に S42が座っている状態にある。この事により、この部分に関しては、地業の

仕方がかなり大まかなものであった事がわかる。

④ S 71は桁行方向の柱筋からやや西側にそれている。この点については21号建物の地業の際

に外的な力が加わって移動したと判断した。

⑤雨落ち溝は南側の梁行を中心に、南東隅と南西隅から比較的良好な状態で検出された。梁

行側は長さ 11.7m、幅0.8~ l.1 m、深さ 10~15cIllを測った。一方、桁行倶IJでは東側が7.4m、西

側が3.5mほど検出できた。

特色として、雨落ち溝は、梁行側はともかく、桁行側において建物の本体部分とやや距離を

有する事である。計測値は東側で1.9m、西側で、2.8mを測る。この件に関し、小田富士雄氏は

「本体部分と雨落ち溝との聞に、何らかの付属施設があった可能性がある」と推論されている。

S72とS71聞の東側に l偲のみ点在する礎石状の岩礁が付属施設の残存物ではないかとの御指

摘である。今後の研究課題である。

@この建築士止を覆う撹乱土層から、百済系と思われる軒丸瓦の瓦当 (No.12l)が出土している。

第 4節掘立柱建物
2 4号建築祉

①桁行方向N49
0

Eで、中柱の無い側柱のみの掘立柱建物である。但し、東側の梁行側が後

世、削り取られているために全体規模は不明である。

検出部分は西側の梁行で i問、北側の桁行で 4問の大きさであった。計測値は梁行で5.7m
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(19尺)、桁行で、10.2m(34尺)、桁行の柱問が2.55m(8.5尺)をiP，IJるO

②西側寄りには、この建物に庇が付いていた事を示す P113が存在する。柱の位置は P106と

P 109の中間位置にあたり、両柱穴開からの距離は2.85m(9.5尺)である O

①掘形は全部で101闘が検出された (P103に対比する P112の掘形については、削平のため検出

できなかった)。

形状は方形のもの (P104・P106~ P 108・P110)と楕円形のもの (P109・P111・P113)と

があり、 P103とP105は歪であった。

大きさの最大クラスは P106で、長軌112cm、短軸91cm、最小クラスは P109で長軸83cm、短軸

80cmを測った。庇部分の P113は長戦75cm、短軸67cmで、一回り小さい。

④柱穴の大きさは平均すれば約30cmで、庇の P113に限り 25cmと、やや小振りであったO

① P 107の掘形を四分割したが、埋土は黄褐色土(硬土)で、一部に灰黒色土が混入していた

(この土壌は、ややパサパサの感じであった)。

桁行10.2m(34尺)

P113 / 

①黄掲色土(硬)

②黄褐色土+灰黒色土(ややパサパサ)

③灰褐色土

地山:黄縄色ローム土(軟)

*柱穴と地山の境に茶褐色土のJ1t積が

見られる。

B 

梁
行
日

m
(悶
尺
)

2.85m 
(9.5尺)

pll0 Plll 

し ~144.4m

2.85m 
(9.5尺)

(P112) 

o 4m 

第12図 24号建築祉実測図

掘形No平面形 長軸 (cm)短軌 (cm)柱穴 (cm) {荷 考

P103 97 60 24 I掘柱形穴のは検東端出形で、 ややすぼまる O

状はやや歪。

P104 方形 93 84 29 

P105 87 80 30 
掘形は東側で円形状を呈し、西
側で方形状の歪な形状を呈する O

P106 方形 112 91 30 掘形は、やや綱丸方形である O

P107 方形 95 94 30 掘形は、やや隅丸方形である。

P108 方形 96 80 33 掘形は、やや隅丸方形である。

P109 楕円形 83 80 25 

PllO 方形 89 83 30 掘形は隅丸方形である。
Pll1 楕円形 87 78 37 柱穴の形状はやや大きめである O

P1l2 後世の削平により検出できず。

P1l3 楕円形 75 67 25 

第11表 24号建築祉掘形観察表
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深さは40cm前後で、底部の角隅はやや丸味を帯びるものであった。

@柱穴の埋土は灰褐色土で、深さは43cm前後をislJった。柱穴の先端は掘形の底部より若干、

深い状態にあり、地山のローム層土との開に茶褐色土の堆積が見られた。

⑦この建築祉が検出された15調査区から北西側に続く高台(一旦は畦畔で15調査区と仕切られ

ている)については、平城宮土l上にある太極殿の様な高まりのまili形である所から、近年、非常に

注目を集めていた所である。重要遺構の埋没が考えられた。

この高台は南東側から北西側へ長軸の向きがあり、長さ63m、幅38.5m、西側裾部との比高

は2.7m、東側裾部との比高も1.6mを測る地形である。

発掘調査を勧める考古学者も多かったが、この地には、以前から生花用の柳の木が植えられ

ていたため、そのまま手付かずになっていたというのが現実である。そこで、平成 3年度の13

次調査では、この高台と同一区画の南東側部分(この区画は地権者が別で畑地である)を発掘調

査しようという事になったのである O

期待して調査に望んだが、結果として、出土遺物は極めて少なく、 15調査区からは24号建築

祉を l棟検出したに留まった。

⑧建築士l上は前述の様に、北東側の梁行を削平によって欠いている。すなわち 15調査区の旧地

形は、当時、もっと東側へ突き出していた事がわかる O この事から⑦で述べた太極殿風の高台

の東側ラインも!日地形ではない可能性が出てきた。

① 15調査区からの鞠智城関係の出土遺物は須恵器 1片のみ (No.122)で、他は中世遺物であっ

た。布日瓦も出土しなかった。

2 5号建築士止

①桁行方向N45
0 Wで 3間X3聞の正方形に近い総柱の掘立柱建物である O 調査区の北西隅

から検出されたもので遺構検出面までの深さは地表から 1m強を示す。

梁行5.7m(19尺)、桁行7.2m(24尺)の大きさで、柱間は梁行が1.9m(6.3尺)、桁行が2.4m

(8尺)を測る O

②掘形の形状は、 P117が円形状で、他のものはやや歪ながら基本的には方形であった。柱抜

取り穴のあるものは 3個 (P126・P127・P129)で、特色としては、柱は外側の東側にではな

く、桁行方向に沿って北側へ抜かれていた。

大きさの最大クラスは P122で、長軸127cm、短軸105仰を測る O 最小クラスは P120で長軸95

cm、短軸90cmを測った。

③原形を留める掘形の内、 P123からは柱穴が検出できなかった。柱穴の大きさは平均すれば

約30cmでLあった。

④ P 117とP129の掘形を四分割した。 P117の場合、掘形の分層は囲難であった。柱穴を挟ん
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で東側部分は辛うじて 4層に分けられたが箇側については分層できなかった。埋土は基本的に

明褐色土である。柱穴の埋土は明褐色土と黄褐色土の混合土で、上層部分に小さな砂のブロッ

クが見られた。

一方、 P129は柱抜取り痕の状態を調べるために四分割した。しかし、土層断面での土壌の

色別は非常に困難で、結果として、掘形は平面プランで捕らえたものとは異なった形状となった。

柱
間

M
m「

8
尺
)

桁
行
口

m(お
尺
)

F P129 

。 4m 

第13図 25号建築士止実測図

法 L~143.5m 
話相①明褐色土2 赤茶に近い賞褐色土
五 1 f7フB②明褐色土
出一世苛7予タシ〈 ③地山プロックazz ij穏芸能Ll-:ff割合)

p117断面図(1) *金調l;243自主

役立~D①明褐色土=黄褐色土
~@\① IC?彰勿 ②①より、やや賞褐色土が少ない

W~万m ③①より黄褐色土が多い

p117断面図(2) *全体的に区別が困難

し ~143.6m

タダペ自主

掘形No平面形 長軸(cm)短軸(cm)柱穴(ω) 備 考

Pl14 方形 124 102 30 
P115 方形 109 75~ 107 30 
P116 方形 107 89~ 95 24 
P117 円形 100 30 
Pll8 方形 105 88 30 
P119 方形 106 97 30 
P120 方形 95 90 30 
P121 方形 130 92~ 115 30 
P122 方形 127 105 34 
P123 方形 105 98 柱穴は検出できず。

P124 方形 104 97 32 
P125 方形 100 83 30 
P126 方形 105 北側寄りに柱抜取り穴がある。

P127 方形 118 北側寄りに柱抜取り穴がある。

P128 方形 115 104 38 
P129 方形 100 北側寄りに柱抜取り穴がある。

第12表 25号建築士止掘形観察表
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見を参考までにあげると、形状は楕円形と円形に分かれ、大き目のもので長軸86crn、短軸80crn、

小さ目のものは長軸58crn、短軸55crnの大きさであった。掘形の埋土は分層できず、柱穴も検出

できない状態、であった。従って、鞠智城時以前の建物ではないかと言う疑問も残った。

⑤この点で26号建築:f:I上の場合は、柱穴が検出され、遺構解明の点で一歩前進を見たことにな

る。さらに P134の掘形を四分割したが、底部まで、87crnと予想外に深く、断面形状は直に掘り

込まれた状況を呈していた。極めてしっかりした掘形で、これは明らかに倉庫建物跡の掘形で

ある O

埋土は 3層に分層できた。 1層土は層厚62crnで全体の70%強を占め、暗褐色土に黄褐色の土

壌粒子が混入していた。 2層土は層厚8crnで、黄褐色土に少量の暗褐色土が混じり、 3層土は

層厚17crnの暗褐色土で、あった。

⑥柱穴の埋土は掘形埋土の i層土と似通っていたが、やや暗色味を帯びて小礁の混入があっ

た。さらに上位部分には砂が混じっていた。

⑦参考例としてあげた 8号建築士止の場合、第116集(熊本県文化財-調査報告)の報告書では触れ

なかったが、調査者として、掘形の形状から、鞠智城に関連する建物と断定できなかった事は

真実である O しかし、 26号建築祉の検出により、このタイプも明らかに鞠智城の建物である事

が判明した。

2 7号建築士止

①桁行方向N48
0 Wで、中柱の無い側柱のみの掘立柱建物である O 構造的には24号建築士止と

同じで、南側に庇が付く O 但し、建物の北側部分は調査区外となるため、全体規模は不明であ

るo 検出部分は南側の梁行で l問、桁行は東側で 3問、西側で 4間の大きさであった。計測値

は梁行で5.7m(19尺)、西側桁行で10.0m(33尺)、柱聞は桁行で、2.5m(8.3尺)を測る。

②掘形は全部で10個が検出された。庇部分にあたる P146は形状がはっきりしなかったが、他

のものはすべて方形であった。大きさの最大クラスは、やや歪ながら P141で、長軸152crn、短軸

11 0 crnをiRljり、最小クラスのものは P138が長軸95crn、短輸80~92crn 、 P140が長軌97crn、短軸

87crnで、あった。

③柱穴は掘形に対し、西側に片寄る P142を除くと、すべて中心部に位置しており、整然とし

た並びである O 大きさは数字で、多少のパラ付きがあるが、 30crn弱で、あったと思われる O 検出数

値が40crnに及ぶ P141とP142については、建物の角網柱である所から一回り大きな柱が用いら

れた可能性がある O

④ P 141の掘形を四分割したが、深さは120crnあり、底部幅は75crnであった O 思土は乳褐色土

と灰茶褐色土が基本になった版築土で、 16層に分層できたO 柱穴の埋土は灰茶褐色土であった

が、下層部分についてはやや不鮮明で、線引きが困難であった。
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2 8号建築祉

①桁行方向N47
0

Eで、中柱の無い側柱のみの掘立柱建物である o 2間X5聞で、梁行4.2m

(14尺)、桁行 9m (30尺)を測る o 柱聞は梁行が2.1m(7尺)、桁行が1.8m(6尺)の大きさである。

29号建築士止と切り合い関係にあり、この建物に先行する建物であることがわかる O

②掘形は、 P147 . P 148' P 158 . P 160の4個が29号建築祉に切られていた。形状はいずれ

も方形で、最大クラスのものは P149が長軸133cm、短軸129cmをifflJり、最小クラスのものは P

153で、長軸94cm、短軸83~90cmで、あった。

③柱穴の大きさはパラついており、検出値を見る限り不統ーである。最小クラスのものは直

径24~25cm(P148 ・ P149・P154・P156 . P 158) 、中間クラスのものは直径28~30cm (P 153・

P 155・P160) 、最大クラスのものは直径35~36cm(P 150・P152)に及んでいる O この中で P152 

は27号建築士止のそれと同様に角偶柱である所から一回り大きな柱が用いられているのであろう。

④ P 152の掘形を四分割したが、深さは100cmあり、底部は丸味を帯びて、幅は65cmで、あった。

埋土は 2層ぐらいにしか分層できず、上層は灰褐色土で、下層は乳褐色土と灰茶褐色土の混合

土であった。

⑤柱穴は土層断面で明確に捉えられ、埋土は灰茶褐色土に少量の乳褐色土の土壌斑点が混じ

るものであった。

⑥ 28号建築士止は桁行方向において24号建築士止とほぼ同一であるが、一回り小さい建物である O

27号建築士止と同様に東側が排土場であったが、それより東側の調査区から一棟の建物も検出さ

れなかった。おそらく排土場の下にも建物は無いであろう。 27~29号建物は24号建物と同様に

丘陵の縁部に位置している。建物の立地の点で興味深い。

2 9号建築祉

①平成元年度の第11次調査で検出し、平成 2年度の第12次調査で再調査した12号建築士l上と同

一タイプの建物である o 建物の本体部分には礎石が使用され、縁に掘立柱建物の庇が付く構造

である。但し、西側半分は墓地にかかり、一部は現地形の丘陵崖面からはみ出るため、全体規

模は不明で、ある。

検出部分は東側の梁行で 6問(梁行は完掘)、桁行部分は南北側とも 3開の検出にとどまった。

計測伎は梁行で12.9m(43尺)、桁行は6.9m(23尺)であった。柱問は梁行で2.15m(7.2尺)、桁

行で2.3m(7.7尺)を測る O

②掘形は全部で13個が検出されたが、 P163は後世の撹乱穴のために形をなさず、 P171は礎

石落とし穴にかかった上に、 P172と同様に南側の一部が未掘である。さらに P166は28号建築

士止との切り合いのため形状が不明である o その他、柱穴は現存するものの掘形の形状が不自然

なものが3個 (P164・P165・P170)ある。従って、確実に原形を留める掘形は 6個のみ(p161・
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29号建築i止

柱間
2.15m(7.2尺)

梁行
12.9m(43尺)

L~144.9m L -144.8m 

o 1m 
~ニに--ゴ

②灰茶褐色土に乳褐色土の斑点あり②乳褐色ローム土=灰茶褐色土(硬・ややパサパサ)

28号建築i止

D 

。

柱間 ¥¥梁行4.2m(14尺)

2.1m(7尺)

P169 

P170 

4m 

③乳褐色土〉灰茶悔色土 ③乳褐色ローム土〉灰褐色土(極めて硬層) 第16国 28・29号建築士止実測図
@灰茶褐色土にごく少量の乳褐色土の斑点

地山，乳褐色土(ハードローム)
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P 162・P167~ P 169・P173)にとどまる。

① 6個の掘形の形状はパラついており、楕円形(P161)、長方形(P162・P167)、方形(P169・

P 173)に分かれる O

大きさの最大クラスは P168で、長軸144CII1、短軸96CII1を測り、最小クラスのものは P167で長

軸83CII1、短軸 50CII1で、ある O 柱穴の大きさも、これ又不統一で、直径30~40CII1とパラついている O

④掘形の形状が不自然なもの (P164・P165・P170)についての解釈は、柱抜取り穴が重なっ

ていると解釈した方が最も無難であるが、土色の点で掘形との分層ができず、柱穴ラインも一

応線引きできる事から疑問として残る O

① P 168の掘形を四分割したが(一部は28号建築祉の P147の掘形にかかる)、柱穴の位置が南

側寄りにあり、柱穴を掛けた分割はできなかった。埋土は 2層に分!吾できたが、版築状態に無

く、基本的には灰茶褐色土と乳褐色ローム土の混入土であった。但し、埋土はいずれも硬土で、

叩き締められている事が明らかである O

@ P 171には礎石落し穴があって、大型の礎石が落し込まれていた。礎石の上面は平滑で、明

らかに整形されており、側面には割った皮があった。長軸120CII1、短軸104CII1の大きさである。

掘形No平田形 長車d!(cm) 短軸(cm)柱穴(cm) 備 考
P147 方形 92 29号の掘形に切られている O

P148 方形 117 106 25 西側IJの一部を29号の掘形に切られている O

P149 方形 133 129 25 
P150 方形 122 115~ 123 35 
P151 方形 116~ 125 106 29~33 

P152 方形 117 105 36 柱穴は揃形の南側に片寄る O

P153 方形 94 83~90 28 
P154 方形 106 92 25 やや|偶丸方形を呈する O

P155 方形 97 79~87 29 
P156 方形 115 93 24 
P157 方形 115 110 30 
P158 25 掘形の形状を把握する事ができなかった。

P159 98 柱は南側へ倒されている O 掘7f~は正方形に近い。
P160 30 西側を29号建築祉の掘形に切られている。

第15表 28号建築士止掘形観察表

掘形No平面形 長中~h (cm) 短軸(c四)柱穴(cm) {鵡 考

P161 精円形 107 91 37 
P162 長方形 128 80 32~38 

P163 42 後世撹乱火により欠損。

P164 108 40 掘形は北1&IJ部分で、原形を保っていない。

P165 95 33 掘形は北側部分で原形を保っていない。

P166 33~37 掘形の全体形状は不明。

P167 長方形 83 50 柱穴は掘形の西僚IJに片寄る。

P168 長円形 144 96 40 柱穴は搬形の南{員IJに片寄る。

P169 方形 120 95 40~44 柱穴は掘形の西側に片寄る。

P170 長円形 185 100 42 掘形は歪で、原形を保っていない可能性あり O

P171 80 35~45 掘形は南側半分が未掘。

Pl72 礎石落し穴により欠損。

P173 方形 123 85~ 100 32~36 

第16表 29号建築祉掘形観察表
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①暗褐色土〉黄褐色土(プロックと粒地嘘点状lこ混入)

(部分的にやや暗い靖褐色土も混入している)

②地山よりやや暗〈、暗褐色土が霜降り状に混入

③柱車:地山よ相やや暗〈、精褐色土が均等に混入

@明黄褐色ローム土
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30・31号建築祉実測図第17図

⑨しかしながら、灰黒褐色土の掘り込みラインが残る P181とP189を四分割した所、埋土の

この北側の八角形建物は創建時が掘立柱建物で、再建時が礎石建物であったと

その根拠は、柱穴の下位部分は土層断面にはっきりとかかるのに、中位から上位にかけて完
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堆積状態、から、

の推論にいたったO





考えが最も妥当な様に思える O この場合、南側の建物は再建時に建物全体が23.5度振れている

のに対し、北側のものは元の位置に再建された事になる O

⑪灰黒褐色土の掘り込みラインは、礎石建物の地業穴に対し中心部にある事に気付く。地業

穴の埋土は灰黒色土である事から、調査者はこの部分を礎石の座った部分と見る O 聞く所によ

ると、昭和40年頃、 16調査区の北側畦畔には十数個の礎石が散乱していたという O おそらくこ

れらが、掘り起こされた再建時における礎石であったろうと思われる O 現に今日でも、数個の

礎石を見る事ができる O 大きさは20号や21号建物のそれと比較した場合、一回り小振りである O

⑫ 4伺 (P175・P177・P180・P181)の地業穴には創建時の掘形が一部残っていた。埋土は

褐色ローム土と灰黒色土の混入土であるが、土色は池山のものと、然程、差異は無い。

⑬心礎部分の掘形はやや歪な円形で、長軌90cm、短軸80cmの大きさであった O 埋土は灰黒色

土(硬度は普通)であったが、掘形の内部に心礎そのものの柱穴ラインは見出せなかった。

掘形を四分割しかかった所、思わぬ結果となった。灰黒色土の層摩は、なんと 15~20cm で、

すぐさま地山と思われる褐色ローム土が露呈したのである O これには本当に驚かされた。と言

うのも、この時、既に我々は南側の八角形建物を掘り終えて、北側の心礎もかなり深いとのイ

メージを持っていたからである O 当然、の事ながら、掘形の断面に柱穴はかからなかった。心礎

の掘形に疑問が生じた。

⑭従って、床面と考えられる褐色ローム土を再度精査した所、土壌に多少の汚れがある事に

気付いた。そこで念のため、掘形の壁を切り込む形で、ローム土を10~15cm掘り下げた。この

ローム土が実は掘形の埋土であるという見方がでてきたからである。しかしながら精査を繰り

返した結果、プライマリーな土壊であるという結論に達した。この事により、心礎の部分の掘

形は皿状の掘り込みである事が確定した。

⑬かかる真実から北側八角形建物の構造は、心柱に重心のかからぬ造りであった事が考えら

れる O 但し、疑問は残る。前述の様に、環状に巡る計16価の掘形は、創建期が掘立柱用で、再

建期は礎石用であったと考えられるからである。

衆人目に、再建期はともかくとして、掘立柱の創建期における心礎部分の掘形はもっと深く

なければいけないのではないかと考える O しかし、今回は時間が無いので、調査者の報告のみ

に留める O 次年度の報告書には建築学者の所見を掲載したい。

⑬建物周辺からの布目瓦の出土は極端に少なかったO しかし、この八角形建物が到底、茅葺

きや板葺きであったとは考えられないので、後世、どこかにすべて持ち去られたものと推察す

る。このことは、前述の礎石建物 (20~24号建物)にも言える事である。これまでの調査では、

布目瓦の出土量が絶対的に少ない事から、たとえ礎石建物であっても、屋根自体は茅葺きが主

体であるとの見方をされていたが、今回の調査からそうとも言えなくなってきたのは真実であ

る。この事に関し、今後、この八角形建物をも含めて再考する必要がある。
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cm、最小クラスのものは P203で、長軸102cm、短報JlOOcmで、あった。

4.外径の掘形は、平面形状が方形のもの (P208・P211~ P213・P215)、やや長方形のもの

(P209' P210)とに分けられた。この中で P211は歪な形状である。 P214については東側の

2/3を町道の側溝によって切られている O

5.柱穴は内径(1)の場合、 l個も検出できなかった。

内径(2)では P200・P203'P 206を除き、柱穴が検出できた。しかし大きさはかなりパラつ

いており、最大クラスのもので直径56cm(P 204)、最小クラスのもので直径36cm(P205)を測

った。 P206では柱抜取り穴が検出された。掘形内部に納まる大きさで、長軸88cm、短軸66

cmを浪Ijる。

外径では P213とP215から柱穴が検出できた。大きさは P213は直径48~55cm 、 P215が直

径41cmで、ある。従って、これらの事から創建時の柱穴の大きさは、大方、 40cm強と推察さ

れる O

@再建期(33号建築社)

1.内径(1)で、は産径4.0m(13.3尺)で柱間は1.5m(5尺)、内径(2)は直控6.7m (22.3尺)で柱聞

は2.5m(8.3尺)、外径は直佳9.8m(32. 7尺)で柱関は3.8m(12.7尺)となる。

2.内径(1)の掘形は、平岡形状がすべて歪な方形で、大きさは最大クラスが P217で長軌137

cm、短較107cm、P222が長軸123cm、短軸11lcm、最小クラスのものは P221で、長軸103cm、短

軸95cmを測った。

3.内径(2)の掘形は、方形の P225を除き、すべて長方形であった。大きさは最大クラスがP

224でら長軸156cm、短事b1l3cm、最小クラスのものは P226で、長軸l11cm、短軸91cmを測った。

4.外径の掘形は P237が道路の側溝に東側を切られている他は、すべて歪な長方形であった。

大きさは最大クラスがP234で長軸167cmで、短軸128cm、最小クラスのものは P232で長

軸137cm、短軸80cmであった。

5. 柱穴は内径(l)の場合、すべて検出され、大方、直径40~45cm前後で、あった。

内径 (2) では、 P225 ・ P226 ・ P229 ・ P231の掘形から検出された。大きさは直径43~68cm で、

かなりパラついている。残りの掘形(P224・P227・P228' P 230)からは、いずれも柱抜取り

穴(P227が掘形の枠をはみ出している以外は、いずれも内部に納まっている)が検出された。

外径では、 P232とP236から柱穴が検出された。大きさは P232が車径33cmで、 P236が42

cmを測る。残りの掘形の内、 P233' P 235・P239には柱抜取り穴がある(いずれも掘形

の外領1から荒々しく掘り込まれたもので、掘形に対し、柱を宜の方向へ引き倒している事が

わかる)。

⑩切り合い関係にある P207・P231・P215・P238の掘形を四分割した。前述の様に平面的

には掘形の切り合い関係をなんとか捉えていたが、土層断面での線引きは至難の業であった。
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第18図



(注) P 191は心礎である。掘形は長軸154cmX短軸140側、柱穴は直径90cmを測る。
なお、表中の数字につけた()は計測可能な中での最大値であることを示す。

掘形No形態 平面形 長軸 (cm)短軌(ω)柱穴(cm) {稀 考

P192 内径(1) (132) 34 

P193 。 (123) 

P194 '" (133) 

P195 ィシ (118) 

P196 。 (117) 

P197 。 (108) 

P198 。 (119) 

P199 ク (112) 

P200 内径(2) 方形? (98) 

P201 。 長方形 (164) 112 40 

P202 。 楕円形 (140) 127 40~46 

P203 イシ 楕円形 (102) 100 

P204 イシ 楕円形 (114) 56 

P205 イシ 方形 122 36 

P206 イシ 方形 89 66~88 柱抜き取り穴あり O

P207 ク 方形 (140) 126 49~54 

P208 外径 方形 160 94 

P209 。 やや長方形 (170) 126 

P210 イシ やや長方形 153 130 

P211 イシ 歪な方形 (160) 147 

P212 。 方形 132 

P213 。 方形 130 128 48~55 

P214 。 (道路の側溝で切られている)

P215 ィシ 方形 I (125) I 108 

第18表 32考建築士止掘形観察表

掘形Nc形態 平面形 長軸 (cm)短剥I(cm) 柱穴(cm) 備 考

P216 内径(1) やや歪な方形 123 107 40~47 

P217 多， 137 107 40~44 

P218 '" 116 98 44~58 

P219 イシ 109 98 48~65 

P220 。
P221 。 歪な方形 103 95 47~51 掘形は東侭IJですほまる O

P222 。 方形 123 111 62~98 

P223 。やや歪な方形 116 110 44~51 

P224 内径(2)やや歪な長方形 156 113 柱抜取り穴あり。 71X77cm。

P225 。 方形 122 97 43~68 

P226 。 方形 111 91 50 

P227 。 長方形 123 93 柱抜取り穴あり o 80X88cm。

P228 。やや歪な長方形 140 112 柱J友取り穴あり。 62X74cm。

P229 。 長方形 126 85 52 

P230 。 長方形 130 103 柱抜取り穴あり。 56X89cm。

P231 イシ 長方形 153 95 51 ~61 

P232 外径 歪な長方形 137 80 33 

P233 。 長方形 152 106 柱抜取り穴あり o 80 X 107cm。

P234 '" 長方形 167 128 柱抜取り穴あり o 73 X 128cm。

P235 イシ 長方形 178 91 柱抜取り穴あり。 55X142cm。

P236 // 歪な長方形 185 94 42 道路の側溝に切られている。

P237 '" (道路の側溝に切られている)

P238 。 歪な長方形 202 110 

P239 // 歪な長方形| 162 183~ 108 I |柱抜取り穴あり o 82X 146肌

第19表 33号建築士止掘形観察表
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